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＊
訓
練
前
の
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

電
気
機
械
器
具
製
造
業
で
あ
る

当
社
は
、
品
質
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
何
か
教
育
で
き
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
京
都
様
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
四
回
目
に

な
り
ま
す
が
、
今
回
は
各
職
場
の

問
題
点
な
ど
、
従
業
員
が
上
司
か

ら
の
指
示
で
動
く
の
で
は
な
く
、

自
主
的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む

姿
勢
や
、
改
善
の
た
め
に
組
織
の

中
で
行
動
で
き
る
能
力
を
備
え
て

も
ら
い
た
く
「
現
場
社
員
の
た
め

の
組
織
行
動
力
向
上
」
の
コ
ー
ス

を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。 

＊
訓
練
を
利
用
し
た
感
想
、
お
よ

び
受
講
者
や
職
場
の
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か
。 

 

積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ
う
な

手
法
で
講
義
い
た
だ
い
た
た
め
、 

前
半
こ
そ
発
言
が
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
講
義
が
進
む
に
つ
れ
積
極

的
に
取
り
組
み
、
答
え
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
向

上
チ
ャ
ー
ト
を
使
っ
て
会
社
や
上

司
の
事
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
が
あ
る
か
等
、
現
状
の
自
分
を

見
つ
め
直
し
た
り
、
頭
の
中
を
整

理
す
る
時
間
を
持
て
た
事
が
良
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
の
変

化
が
、
品
質
・
生
産
性
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
・
業
績
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
に
も
、
業
務
改
善
の
提

案
を
三
行
の
文
章
で
報
告
す
る
と

い
っ
た
報
告
し
や
す
い
仕
組
み
を

取
り
入
れ
、
提
案
件
数
は
少
し
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
訓
練
の
中
で
自
己

分
析
し
た
こ
と
を
実
践
し
て
生
産 

性
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え 

株式会社宮木電機製作所 

事業内容 

電気機械器具製造業 

会社概要 
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従業員数 １４２人 

利用訓練コース 

現場社員のための組織行動力向上（令和２年１０月） 

 て
い
ま
す
。 

そ
し
て
今
後
は
、
訓
練
を
活
用

し
て
、
環
境
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

ポリテクセンター京都 Vol.３ 

 

ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
の
変
化
が
、 

品
質
・
生
産
性
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
業
績
の
向
上
に 

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・アサーティブに伝えることが大切であり、意

識し実践することで、問題点を共有することに

繋がると判りました。また、以前より悩んでい

た後輩や自分より若い管理職との接し方や作

業の教え方に役立つと思います。このようなコ

ミュニケーションの方法があるということを

知ったので他の面でも役立てたいと思います。 

・すぐには、アサーティブなコて続けていきま

す。これから後輩に教える時も共に問題を共有

しながらアサーティブなコミュニケーション

で解決できるように努力していき、後輩社員の

スキルアップについても、アサーティブなコミ

ュニケーションを肝に命じて教育していきま

す。 

・後輩には良い人間関係を構築するためにも小

さなことでも褒めるように心がけて、適度な緊

張感を持ちつつ、のびのびと成長して欲しいと

思っています。一人でも多くの方が受講すれ

ば、今よりもさらに良い人間関係が築けるので

はないかと素直にそう感じました。併せて、今

回の講習内容は、管理職の方々や、後輩も受講

できれば良いと思います。今の時代、必要と思

います。 

・仕事の責任は上司の責任という考えを改める

こと、ひとつひとつの仕事に線を引くのではな

く、ひとりひとりが責任と向上心を持って仕事

に取り組むことを学びました。 

・上司の苦手分野を自分の得意分野で補い（逆

もあり）、製品に対する知識の向上、問題点を

解決し、他部門との連携を取ることで、会社の

生産性向上や業績への貢献、自身のスキルをア

ップさせたいです。 

・作業完了の報告だけでなく、気づいた点など

次の工程に影響を与えることがあれば、コミュ

ニケーションも含め、言葉で伝える事が必要だ

と思いました。 

・緊急時こそ自ら手を挙げ、チームとしての危

機を自ら救うという習慣を付けると強いチー

ムになるということを学びました。 

・訓練の中で作成した分析シート（フォロワー

シップ向上チャート）を時折見返しながら、品

質向上に活用しています。 

・仕事に対して積極的に取り組めるよう、製品

の知識や技能を身につけ、後輩にも指導できる

ようにがんばっていきたいです。 


